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朝あ
さ
お
か岡
興お
き
さ
だ禎
（
一
八
〇
〇
〜
五
六
）
と
い
う
名
前
は
、
一
般
に
は
な
じ
み
が
な
い
だ

ろ
う
が
、
日
本
の
古
美
術
、
な
か
で
も
絵
画
に
関
心
の
あ
る
人
に
は
大
変
親
し
い
も

の
と
言
っ
て
よ
い
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
画
家
と
し
て
で
は
な
く
、
座
右
に
欠
か
せ
な

い
画
家
辞
典
『
古
画
備
考
』〈
注
１
〉
の
編
纂
者
と
し
て
で
あ
る
。
そ
う
し
た
状
況
か
ら

す
れ
ば
実
は
と
い
う
べ
き
か
、
興
禎
は
日
本
を
代
表
す
る
画
派
、
狩
野
家
に
生
ま
れ

た
画
家
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
作
品
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

本
稿
は
そ
の
興
禎
の
貴
重
な
遺
品
と
し
て
「
春
秋
農
村
図
屏
風
」（
図
１　

六
曲

一
双
、
紙
本
着
色
、
各
一
五
六
・
二
×
三
五
〇
・
五
糎
、
東
金
市
蔵
）
を
紹
介
す
る
。

こ
の
作
品
は
、
本
学
が
所
在
す
る
千
葉
県
東
金
市
近
郊
の
美
術
作
品
を
集
め
て
、

二
〇
〇
五
年
五
月
〜
七
月
に
か
け
て
学
内
の
水
田
美
術
館
が
開
催
し
た
「
東
金
ゆ
か

り
の
美
術
」
展
に
出
品
さ
れ
、
現
在
は
同
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
筆
者
は
展

覧
会
の
た
め
に
美
術
館
学
芸
員
が
行
っ
た
予
備
調
査
に
同
行
を
許
さ
れ
て
本
図
に
接

し
、
以
来
、
関
心
を
寄
せ
て
き
た
。
以
下
、
こ
の
稀
な
興
禎
作
品
を
、
耕
作
図
の
系

譜
、
粉
本
に
よ
る
制
作
、
幕
末
木
挽
町
狩
野
家
の
あ
り
方
と
い
っ
た
諸
点
と
関
連
さ

せ
て
み
て
ゆ
き
た
い
。

（
一
）
朝
岡
興
禎
に
つ
い
て

　

朝
岡
興
禎
は
、
養
子
先
の
朝
岡
姓
で
知
ら
れ
る
が
、
生
家
は
狩
野
派
奥
絵
師

四
家
の
一
つ
、
木
挽
町
狩
野
家
で
あ
る
。
父
は
同
家
第
八
代
の
伊い

川せ
ん

院い
ん

栄な
が
の
ぶ信

（
一
七
五
五
〜
一
八
二
八
）
で
、
興
禎
は
そ
の
次
男
。
四
歳
年
長
の
兄
は
第
九
代
で

幕
末
の
同
家
の
隆
盛
を
導
い
た
晴せ

い
せ
ん
い
ん
お
さ
の
ぶ

川
院
養
信
（
一
七
九
六
〜
一
八
四
六
）
で
あ
る
。

名
を
初
め
信
義
と
言
っ
た
が
、
二
十
一
歳
で
旗
本
・
朝
岡
興
邦
の
養
子
と
な
り
興
禎

と
改
め
た
。
通
称
は
三
次
郎
、
三
之
助
な
ど
、
号
に
平
洲
、
剃
髪
後
の
三
楽
が
あ
る
。

　

知
ら
れ
て
い
る
通
り
、
狩
野
派
は
室
町
時
代
以
降
、
江
戸
時
代
末
ま
で
、
と
き
の

権
力
者
の
御
用
を
勤
め
る
こ
と
で
画
壇
の
長
の
位
置
を
守
っ
た
日
本
最
大
、
最
長
の

画
家
集
団
で
あ
る
。
そ
し
て
奥
絵
師
は
、
そ
の
中
枢
に
あ
た
る
、
江
戸
時
代
初
期
以

来
の
同
家
の
嫡
流
四
家
を
言
い
、
御
目
見
え
以
上
、
旗
本
に
相
当
す
る
幕
府
直
属
の

高
い
家
格
を
誇
っ
た
。
な
か
で
も
木
挽
町
狩
野
家
は
、
十
八
世
紀
後
半
に
は
奥
絵
師

四
家
の
筆
頭
、
つ
ま
り
流
派
を
代
表
す
る
家
と
な
っ
て
お
り
、
興
禎
は
画
壇
随
一
の

名
門
の
御
曹
司
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。『
古
画
備
考
』
が
有
用
な
画
家
辞
典
で
あ

る
の
も
、
そ
の
出
自
ゆ
え
に
恵
ま
れ
た
人
的
、
物
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
基
づ
く
情
報
、

鑑
識
体
験
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
彼
の
画
家
と
し
て
の
活
動
を
知
ら
せ
る
作
品

は
少
な
い
。
恵
光
院
白
氏
に
よ
る
伝
歴
の
詳
細
な
研
究
に
、
現
在
確
認
で
き
る
作
品

と
し
て
、
日
中
古
画
の
模
写
が
三
十
三
点
、
実
作
品
が
一
点
（
養
信
と
合
作
の
「
江

戸
名
所
真
景
」
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
一
八
一
九
年
）、
そ
の
他
、
現
存
は
確
認
で

き
な
い
が
記
録
が
あ
る
も
の
、
江
戸
城
障
壁
画
の
う
ち
興
禎
担
当
部
分
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
〈
注
２
〉。
そ
れ
以
外
に
私
が
知
り
得
た
作
品
と
し
て
以
下
の
二
点
が
あ

る
〈
注
３
〉。

朝
岡
興
禎
筆
「
春
秋
農
村
図
屏
風
」

（
東
金
市
蔵
）　
　
　
　

―
耕
作
図
と
木
挽
町
狩
野
家
の
系
譜
の
な
か
で

門
脇
む
つ
み
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図１　朝岡興禎筆　春秋農村図屏風（東金市蔵）　全図

右隻

左隻
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○
物
売
図　

・
紙
本
淡
彩
、
二
六
・
一
×
三
六
・
七
糎
、
落
款
「
文
政
十
一
戌
子
年
六
月
朔
日
寫　

朝
岡
興
禎
（
印
な
し
）」、
東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館
蔵

・「
文
政
十
一
年
」
は
一
八
二
八
年
、
興
禎
二
十
九
歳
。
無
背
景
に
風
車
等
の
玩
具

を
売
る
人
物
を
描
く
。

○
岩
鷹
図
（
図
２
）　

・
絹
本
着
色
、
四
四
・
八
×
六
四
・
八
糎
、
落
款
「
藤
原
興
禎
筆
」「（
朱
文
方
印
）
平

州
」、
個
人
蔵

・
波
上
に
突
出
し
た
岩
に
と
ま
る
鷹
を
描
く
。

・
箱
蓋
裏
の
貼
紙
に
「
嘉
永
元
申
年
十
一
月
十
四
日
御
席
繪
」
と
あ
り
、
一
八
四
八

年
、
四
十
九
歳
の
制
作
で
あ
る
こ
と
、
貴
顕
の
面
前
で
筆
を
と
っ
た
席
画
で
あ
る

こ
と
が
判
明
す
る
。
幅
広
の
裂
に
よ
る
豪
華
な
表
装
で
作
品
全
体
を
大
き
く
見
映

え
が
す
る
よ
う
に
仕
立
て
て
い
る
の
も
、
貴
顕
の
所
蔵
に
ふ
さ
わ
し
い
。
松
原
茂

氏
は
興
禎
の
兄
・
養
信
に
よ
る
藤
原
姓
の
署
名
の
あ
る
作
品
は
、
皇
族
あ
る
い
は

高
位
の
公
家
の
た
め
に
描
か
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
す
る
〈
注
４
〉
が
、
本
図

も
そ
う
し
た
作
品
か
も
し
れ
な
い
。

　　

興
禎
の
作
品
は
今
後
も
報
告
さ
れ
る
だ
ろ
う
が
、
決
し
て
多
く
は
な
い
だ
ろ
う
。

画
業
が
判
然
と
し
な
い
の
は
、
彼
が
特
別
な
画
才
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
そ

れ
に
関
わ
っ
て
画
家
と
し
て
の
立
場
が
基
本
的
に
兄
・
養
信
の
工
房
の
一
員
で
あ
っ

た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

養
信
は
名
実
と
も
に
優
れ
た
棟
梁
で
あ
っ
た
。
松
原
茂
氏
の
研
究
〈
注
５
〉
に
よ
れ

ば
養
信
の
業
績
は
、
江
戸
城
障
壁
画
の
制
作
な
ど
の
画
業
、
そ
れ
と
は
別
に
古
画
の

模
写
、
そ
し
て
そ
の
日
記
『
公
用
日
記
』
に
知
ら
れ
る
記
録
に
分
け
ら
れ
る
が
、
い

ず
れ
に
お
い
て
も
極
め
て
精
力
的
で
質
量
と
も
に
充
実
し
た
も
の
を
遺
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
興
禎
の
活
動
は
こ
の
兄
に
追
随
し
、
そ
の
庇
護
の
も
と
に
あ
っ
た
と
推

測
さ
れ
る
。『
公
用
日
記
』
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
十
月
十
四
日
条
の
江
戸
城

障
壁
画
制
作
の
様
子
を
あ
ら
わ
す
図
に
後
ろ
姿
の
興
禎
が
描
か
れ
「
三
次
郎
泥
引
手

傳
」
と
あ
る
。
あ
く
ま
で
養
信
が
描
く
人
で
あ
り
、
興
禎
は
そ
の
手
伝
い
な
の
で
あ

る
。
そ
も
そ
も
、
養
信
と
興
禎
の
力
量
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
先
に
あ
げ
た
「
岩

図２　朝岡興禎筆　岩鷹図（個人蔵）
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鷹
図
」
と
類
似
し
た
図
様
の
養
信
作
品
（「
浪
鷹
・
桜
瀧
・
紅
葉
瀧
図
」
京
都
国
立

博
物
館
蔵
な
ど
）
を
比
べ
れ
ば
、
興
禎
の
岩
や
波
の
形
態
把
握
、
鷹
の
毛
描
き
な
ど

が
技
術
的
に
拙
い
の
は
明
白
、
興
禎
が
画
家
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
の
も
、

し
か
る
べ
き
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
興
禎
は
偉
大
な
兄
の
も
と
で
働
く
う
ち
に
、

自
分
の
画
家
と
し
て
の
力
量
に
限
界
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
兄
を
支
え
る
こ
と
、
狩

野
家
の
仕
事
の
一
つ
で
あ
る
鑑
定
の
記
録
に
気
を
つ
け
る
こ
と
、
そ
れ
を
ま
と
め
る

こ
と
を
自
身
に
適
し
た
仕
事
と
任
じ
る
よ
う
に
な
る
、
そ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

明
治
時
代
の
美
術
史
家
・
片
野
青
邨
（
松
尾
四
郎
・
一
八
六
七
〜
一
九
〇
九
）〈
注
６
〉

は
興
禎
に
つ
い
て
「
温
厚
寡
黙
ニ
シ
テ
文
学
ヲ
好
ミ
日
夜
読
書
ニ
耽
リ
殆
ト
寝
食
ヲ

忘
ル
ル
ニ
至
レ
リ
」、「
最
モ
臨
模
ニ
巧
ミ
ナ
リ
」、「
人
ア
リ
来
リ
テ
鑑
定
ヲ
請
フ
モ

ノ
ア
レ
ハ
必
ス
其
画
蹟
ヲ
模
シ
落
款
印
章
ヲ
寫
シ
合
セ
テ
其
系
傳
ヲ
捜
索
シ
テ
之
レ

ヲ
其
餘
白
ニ
附
記
シ
」
と
、
勉
強
熱
心
な
、
模
写
を
得
意
と
し
古
画
の
記
録
に
勤
し

む
興
禎
の
姿
を
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
が
『
古
画
備
考
』
を
紹
介
す
る
記
述
で
あ
る
た

め
も
あ
ろ
う
が
、「
氏
絵
畫
ヲ
能
ク
ス
ト
雖
モ
固
ヨ
リ
専
門
家
ニ
非
ラ
サ
レ
ハ
印
章

多
ク
傳
ハ
ラ
ス
」
と
さ
え
言
っ
て
い
る
。
両
者
に
面
識
は
な
か
っ
た
は
ず
で
、
こ
の

評
言
が
何
に
拠
る
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
興
禎
の
人
と
な
り
と
し
て
納
得
さ
せ
ら
れ

る
も
の
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
画
家
・
興
禎
は
地
味
な
存
在
で
あ
る
。
以
下
に
紹
介
す
る
「
春
秋
農

村
図
屏
風
」
も
「
名
品
」
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
代
表

作
と
い
っ
て
よ
い
出
来
映
え
の
大
作
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ

た
画
業
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
、
冒
頭
に
述
べ
た
諸
点
を
考
え
る
上
で
み
す
ご
せ

な
い
作
品
と
し
て
注
目
し
た
い
。

（
二
）「
春
秋
農
村
図
屏
風
」
に
つ
い
て

　
「
春
秋
農
村
図
屏
風
」〈
注
７
〉
は
、
右
隻
を
春
景
、
左
隻
を
秋
景
と
し
、
農
村
と
そ
れ

を
と
り
ま
く
山
水
を
や
や
俯
瞰
的
な
視
点
か
ら
広
く
と
ら
え
る
一
双
屏
風
で
あ
る
。

　

右
隻
は
画
面
下
半
分
程
度
を
幅
の
広
い
川
に
よ
っ
て
左
右
に
分
か
れ
た
田
と
丘
陵

の
連
な
る
農
村
と
す
る
。
川
は
第
五
扇
辺
り
で
上
方
へ
続
き
画
面
上
半
分
で
は
一
面

に
広
が
り
海
と
な
っ
て
い
る
。
右
上
方
に
網
干
と
小
舟
の
あ
る
漁
村
が
描
か
れ
る
。

右
側
の
農
村
の
丘
陵
に
は
松
、
柳
、
桜
が
あ
り
、
農
家
と
そ
の
前
で
鶏
と
遊
ぶ
子
ど

も
た
ち
、
牛
を
使
っ
て
田
を
耕
す
人
が
み
え
る
。
満
開
の
桜
と
風
に
舞
う
落
花
が
春

の
風
情
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
左
側
の
農
村
は
桃
も
し
く
は
梅
と
思
わ
れ
る
白
と
ピ

ン
ク
の
花
が
美
し
く
、
そ
の
下
に
牛
が
集
ま
り
、
川
を
渡
る
牛
の
背
に
乗
る
牧
童
も

描
か
れ
る
。
海
に
は
手
前
か
ら
帆
か
け
船
、
漁
村
、
遠
山
、
さ
ら
に
帆
か
け
船
、
旭

日
が
み
ら
れ
る
。
丘
と
山
、
帆
か
け
船
が
大
小
を
つ
け
て
繰
り
返
し
描
か
れ
る
こ
と

で
、
遠
く
ま
で
広
が
る
風
景
が
演
出
さ
れ
る
。
松
樹
に
と
ま
る
山
鳩
、
川
の
上
を
飛

び
交
う
燕
な
ど
、
鳥
た
ち
の
姿
が
愛
ら
し
い
。
人
物
は
前
述
の
子
ど
も
た
ち
、
耕
作

に
携
わ
る
人
、
牧
童
で
七
人
し
か
描
か
れ
て
い
な
い
。

　

左
隻
も
右
隻
同
様
に
画
面
手
前
に
水
流
を
境
と
し
て
左
右
に
分
け
て
農
村
を
展
開

す
る
。
田
と
水
景
の
境
界
が
あ
い
ま
い
で
、
季
節
は
ず
れ
の
水
の
満
ち
た
田
が
あ
る

な
ど
、
整
合
性
を
欠
く
描
写
も
み
ら
れ
る
。
画
面
の
最
も
手
前
に
松
を
は
じ
め
と
す

る
背
の
高
い
樹
木
を
描
き
、
さ
ら
に
左
端
に
山
間
の
道
、
奥
に
滝
の
あ
る
水
流
と
田

を
あ
ら
わ
し
、
周
辺
の
山
に
大
き
め
の
松
を
配
す
る
な
ど
、
右
隻
よ
り
も
山
深
い
景

観
を
示
す
。
松
の
屈
曲
、
直
立
の
形
態
の
繰
り
返
し
が
目
に
つ
く
。
画
面
左
端
か
ら

上
部
中
央
へ
と
丸
み
の
あ
る
丘
陵
を
連
ね
る
が
、
そ
の
大
小
で
や
は
り
遠
近
が
意
図

さ
れ
て
い
る
。
遠
山
の
上
空
に
白
い
月
が
う
か
ぶ
。
黄
金
色
の
稲
穂
が
満
ち
た
田
、
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と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
み
え
る
紅
葉
、
大
き
な
実
の
な
る
柿
の
木
、
薄
や
桔
梗
、
鹿
、
雁
、

雀
な
ど
が
秋
を
知
ら
せ
る
。
人
物
は
右
隻
よ
り
さ
ら
に
少
な
く
三
人
で
、
農
村
に
稲

を
馬
で
運
ぶ
、
自
身
で
負
う
人
、
山
道
に
薪
を
負
う
人
で
あ
る
。

　

全
体
に
金
砂
子
が
ま
か
れ
、
部
分
的
に
金
泥
で
す
や
り
霞
状
の
帯
が
あ
ら
わ
さ
れ

る
。
各
隻
に
落
款
「
平
洲
筆
」、「（
白
文
方
印
）
興
貞
」、「（
朱
文
方
印
）
瑞
卿
」
が

あ
る
（
図
３
）。「
平
洲
」
の
書
体
は
『
古
画
備
考
』
自
筆
本
に
み
え
る
そ
れ
と
一
致

す
る
。

　

淡
彩
の
美
し
い
彩
色
と
春
秋
の
農
村
の
の
ど
か
な
風
景
、
そ
れ
に
関
わ
る
花
木
や

小
動
物
、
鳥
と
が
あ
い
和
し
て
、
詩
情
豊
か
な
画
面
と
な
っ
て
い
る
。
繊
細
な
描
写

と
丁
寧
な
彩
色
で
日
本
の
風
物
を
美
し
く
描
く
、
中
世
以
来
の
や
ま
と
絵
の
系
列
に

連
な
る
景
物
画
で
あ
る
が
、
筆
致
、
彩
色
と
も
に
簡
略
で
あ
る
分
、
軽
や
か
で
素
朴

な
印
象
を
与
え
る
。
個
人
的
に
は
、
右
隻
第
五
、六
扇
に
展
開
す
る
牛
の
い
る
情
景

に
特
に
惹
か
れ
る
（
図
４
）。
点
描
で
示
さ
れ
る
散
り
敷
く
花
弁
の
色
あ
い
、
水
を

あ
ら
わ
す
波
型
の
や
や
ぎ
こ
ち
な
く
も
味
わ
い
あ
る
線
、
限
ら
れ
た
筆
線
で
的
確

図４　朝岡興禎筆　春秋農村図屏風（東金市蔵）　右隻部分

図３　朝岡興禎筆　春秋農村図屏風
　　　（東金市蔵）　左隻部分
　　　原寸の１/２
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に
翔
ぶ
姿
を
と
ら
え
た
愛
ら
し
い
燕
、
そ
し
て
牛
に
乗
っ
て
川
を
渡
る
童
子
の
可

憐
で
い
き
い
き
と
し
た
様
子
。
こ
の
部
分
を
み
る
と
、
本
図
が
幕
末
の
狩
野
派
に
よ

る
と
即
断
で
き
る
人
は
そ
う
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
本
稿
筆
者
は
、
む
し
ろ
南
画
的
な

自
由
さ
、
さ
ら
に
そ
れ
を
踏
ま
え
た
近
代
の
、
た
と
え
ば
小
杉
放
菴(

一
八
八
一
〜

一
九
六
四)

な
ど
の
俳
味
あ
る
作
品
、
ま
た
波
の
か
た
ち
と
色
美
し
い
点
描
ゆ
え
だ

が
今
村
紫
紅
（
一
八
八
〇
〜
一
九
一
六
）
の
「
熱
国
図
巻
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）

な
ど
を
連
想
す
る
。

　

制
作
時
期
は
、
既
述
の
よ
う
に
確
認
で
き
る
興
禎
作
品
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
本
図
の
落
款
に
み
え
る
号
「
平
洲
」
の
使
用
期
間
も
特
に
限
定
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
い
ら
し
い
こ
と
か
ら
、
確
実
に
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
み
ず
み
ず
し
く
叙
情

的
な
作
風
は
、
比
較
的
若
年
の
制
作
を
示
唆
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
三
）
耕
作
図
の
系
譜
と
の
関
わ
り

　

さ
て
、
一
双
屏
風
の
左
隻
に
春
、
右
隻
に
秋
の
農
村
の
風
景
を
描
く
本
図
の
図
様

は
、
い
わ
ゆ
る
「
四
季
耕
作
図
」
を
思
わ
せ
る
〈
注
８
〉。
四
季
耕
作
図
と
は
、
四
季

の
景
物
の
な
か
に
稲
作
を
詳
細
に
描
き
込
む
も
の
で
、
中
国
南
宋
の
梁
楷
が
描
い
た

と
い
う
「
耕
織
図
巻
」（
東
京
国
立
博
物
館
に
模
本
）
の
う
ち
耕
作
の
部
分
を
典
拠

に
、
室
町
時
代
末
以
降
、
日
中
双
方
の
風
俗
で
盛
ん
に
描
か
れ
た
。
画
面
形
態
は
さ

ま
ざ
ま
だ
が
、
多
数
を
占
め
る
の
は
右
隻
を
春
夏
、
左
隻
を
秋
冬
と
す
る
一
双
屏
風

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
と
比
べ
れ
ば
、
本
図
の
人
物
の
様
態
、
水
流
に
よ
っ
て

画
面
を
左
右
に
田
を
分
け
て
描
く
構
図
な
ど
が
耕
作
図
由
来
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で

あ
る
。
た
だ
し
、
人
物
が
極
端
に
少
な
く
稲
作
の
逐
一
を
描
い
て
い
な
い
た
め
、
耕

作
図
と
は
言
い
難
い
。

　

実
は
こ
の
図
様
は
、
興
禎
以
前
に
成
立
し
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
木
挽
町
狩
野

家
第
六
代
栄え

い
せ
ん
い
ん
み
ち
の
ぶ

川
院
典
信
（
一
七
三
〇
〜
九
〇
）、
つ
ま
り
興
禎
の
曾
祖
父
に
ほ
ぼ
同

図
様
の
作
品
「
春
秋
景
物
図
屏
風
」（
霊
鑑
寺
蔵
）〈
注
９
〉
が
あ
り
、
こ
れ
は
興
禎
の
創

作
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
典
信
の
時
代
以
降
、
家
に
継
承
さ
れ
て
き
た
粉
本
に
あ

り
、
興
禎
は
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
と
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
遡
れ
ば
、
木
挽
町
狩
野
家
第
二
代
で
、
後
の
同
家
繁
栄
の
礎
を
築
い
た
常

信
（
一
六
三
六
〜
一
七
一
三
）
の
「
春
秋
耕
作
図
屏
風
」（
馬
の
博
物
館
蔵
）
は
耕

作
を
主
題
と
し
て
い
る
が
四
季
で
は
な
く
春
秋
と
す
る
こ
と
、
広
や
か
な
水
景
と
一

体
化
し
た
田
と
農
村
の
様
子
な
ど
、「
春
秋
農
村
図
屏
風
」
の
原
型
と
言
え
る
内
容

を
備
え
て
い
る
。
ま
た
、
典
信
作
品
に
は
日
月
が
描
か
れ
て
い
な
い
が
、「
春
秋
農

村
図
屏
風
」
の
日
月
を
描
い
て
月
の
隻
（
左
隻
）
に
水
辺
の
刈
田
を
配
す
る
こ
と
は
、

遡
れ
ば
十
六
世
紀
後
半
、
土
佐
派
の
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「
日
月
山
水
図
屏
風
」

（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
左
隻
〈
注
10
〉
に
通
じ
る
。
し
か
も
、「
春
秋
農
村
図
屏
風
」

と
「
日
月
山
水
図
屏
風
」
の
手
前
に
大
き
く
描
か
れ
る
松
は
枝
ぶ
り
が
よ
く
似
て
お

り
、
土
佐
派
に
よ
る
月
、
水
辺
、
刈
田
、
松
と
い
う
セ
ッ
ト
を
狩
野
派
が
取
り
込
ん

だ
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
常
信
以
降
、
典
信
の
頃
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
作

品
を
参
照
し
「
春
秋
農
村
図
屏
風
」
の
よ
う
な
図
様
が
成
立
し
て
い
た
と
考
え
て
良

い
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
図
様
を
、
興
禎
の
兄
・
養
信
も
利
用
し
て
い
る
。
養
信
筆
の

「
四
季
耕
作
図
屏
風
」（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
））
は
、

農
家
や
田
の
様
子
な
ど
の
細
部
を
含
め
全
体
の
構
成
が
常
信
の
「
春
秋
耕
作
図
屏

風
」
と
よ
く
似
て
い
る
。
さ
ら
に
興
禎
の
「
春
秋
農
村
図
屏
風
」
つ
ま
り
典
信
以
降

伝
来
の
粉
本
と
形
態
ま
で
一
致
す
る
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、
右
隻
の
農
家
、
遠
景
の
帆

か
け
船
、
両
図
と
も
に
第
二
扇
上
方
の
丘
陵
に
み
え
る
三
本
の
松
な
ど
が
あ
り
、
形
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態
こ
そ
多
少
異
な
る
が
、
花
の
散
る
桜
、
蔦
の
か
ら
ま
る
松
、
左
隻
の
画
面
手
前
に

丈
の
高
い
樹
木
を
描
く
こ
と
、
そ
こ
に
柿
を
一
本
あ
ら
わ
す
点
が
共
通
す
る
。
こ
の

作
品
に
つ
い
て
は
、
人
物
の
姿
か
た
ち
の
多
く
が
中
世
の
古
絵
巻
に
拠
っ
て
い
る
こ

と
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
〈
注
11
〉。
す
な
わ
ち
、
養
信
は
、
全
体
の
構
図
と
景
物

を
伝
来
の
耕
作
図
関
連
の
粉
本
に
学
び
、
人
物
に
つ
い
て
は
古
絵
巻
か
ら
学
習
し
た

モ
チ
ー
フ
を
取
り
込
ん
で
こ
の
作
品
を
つ
く
り
あ
げ
た
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、「
春
秋
農
村
図
屏
風
」
の
牛
の
い
る
情
景
に
似
た
も
の
が
、
養
信
の
「
春

秋
高
隠
図
」（
双
幅
、
永
青
文
庫
蔵
）
に
み
ら
れ
る
。
先
学
は
こ
れ
を
十
牛
図
お
よ

び
李
迪
「
雪
中
帰
牧
図
」（
大
和
文
華
館
蔵
）
な
ど
に
拠
る
か
と
す
る
〈
注
12
〉。
が
、

歴
代
の
狩
野
派
の
作
品
に
散
見
さ
れ
る
花
の
も
と
の
牛
を
描
く
も
の
、
ま
た
そ
れ
を

取
り
入
れ
た
典
信
の
「
春
秋
景
物
図
屏
風
」
以
来
の
図
様
も
参
照
し
て
い
る
と
考
え

て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
四
季
耕
作
図
の
変
わ
り
種
と
言
う
べ
き
興
禎
の
「
春
秋
農
村
図

屏
風
」
の
図
様
は
、
木
挽
町
を
は
じ
め
と
す
る
狩
野
派
が
代
々
、
蓄
積
し
、
改
変
を

加
え
な
が
ら
利
用
し
て
き
た
耕
作
図
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
画
題
の
系
譜
の
な
か
で
と

ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

粉
本
の
利
用
は
日
本
絵
画
の
制
作
に
あ
た
っ
て
ご
く
普
通
の
方
法
で
あ
る
が
、
従

来
、
特
に
江
戸
時
代
の
狩
野
派
に
つ
い
て
、
お
手
本
通
り
の
生
彩
に
欠
け
る
作
品
を

描
き
続
け
る
こ
と
で
御
用
絵
師
と
し
て
の
立
場
を
維
持
し
た
そ
の
あ
り
方
を
「
粉
本

主
義
」
と
し
て
批
判
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
で
は
、
粉
本
に
基
づ
き

つ
つ
も
個
々
の
絵
師
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
点
を
認
め
、
粉
本
に
則
る
こ
と
が
作
画
に

と
っ
て
む
し
ろ
プ
ラ
ス
に
働
く
、
粉
本
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
か
を
問
題
に
す
る
意

見
が
優
勢
で
あ
る
。
図
様
が
粉
本
に
よ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
も
な
お
魅
力
を

失
わ
な
い
「
春
秋
農
村
図
屏
風
」
も
好
意
的
な
評
に
価
す
る
作
品
と
言
っ
て
よ
い
だ

ろ
う
。

　

実
際
、
典
信
作
品
と
比
べ
る
と
、
興
禎
の
創
意
ら
し
き
点
が
み
い
だ
せ
る
。
ま
ず

全
体
の
趣
が
異
な
る
。
典
信
作
品
は
、
お
そ
ら
く
門
跡
寺
院
の
た
め
に
描
か
れ
た
た

め
も
あ
っ
て
金
地
に
濃
彩
を
用
い
た
華
や
か
で
雅
な
雰
囲
気
を
も
つ
の
に
対
し
、
興

禎
作
品
は
前
述
の
よ
う
な
表
現
ゆ
え
に
素
朴
で
愛
ら
し
い
情
趣
を
強
く
醸
し
出
し
て

い
る
。
そ
れ
は
細
部
の
違
い
、
た
と
え
ば
先
に
注
目
し
た
牛
に
乗
る
童
子
が
典
信
作

品
で
は
牛
、
童
子
と
も
に
後
姿
を
み
せ
て
い
る
の
に
対
し
、
興
禎
作
品
で
は
横
向
け

に
、
い
か
に
も
川
を
渡
る
と
い
っ
た
感
じ
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
、
興
禎
作
品
の
叙

情
性
を
支
え
る
鳥
や
花
が
典
信
作
品
に
は
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
い
な
い
と
い
っ
た
こ

と
と
も
関
わ
る
。
こ
の
よ
う
な
変
更
が
典
信
以
降
、
興
禎
が
粉
本
を
利
用
す
る
ま
で

に
加
え
ら
れ
て
既
に
あ
っ
た
可
能
性
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
本
図
の
花

鳥
、
小
動
物
を
描
く
こ
と
へ
の
こ
だ
わ
り
は
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
、
筆
致
や
彩
色
も

そ
れ
を
愛
ら
し
く
描
き
出
す
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
興

禎
自
身
の
工
夫
と
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

む
す
び
―
近
代
日
本
画
へ
と
続
く
も
の

　
「
春
秋
農
村
図
屏
風
」
を
、
従
来
『
古
画
備
考
』
の
編
纂
者
と
し
て
も
っ
ぱ
ら
知

ら
れ
て
き
た
興
禎
の
画
業
を
示
す
も
の
と
し
て
、
狩
野
派
に
お
け
る
耕
作
図
の
系

譜
、
粉
本
に
よ
る
制
作
と
い
っ
た
点
か
ら
検
証
し
た
。
加
え
て
も
う
一
点
、
こ
れ
が

幕
末
の
木
挽
町
狩
野
家
の
画
家
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
意
味
を
考
え
、
む
す
び
と
し
た

い
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
興
禎
の
画
業
は
養
信
の
庇
護
下
に
あ
っ
た
と
み
な
せ
、「
春

秋
農
村
図
屏
風
」
の
作
風
も
基
本
的
に
は
養
信
に
通
じ
る
。
養
信
の
画
業
は
幅
が
広
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い
が
、
明
快
な
輪
郭
線
と
濃
密
な
彩
色
の
細
密
描
写
に
な
る
作
品
で
あ
っ
て
も
、
ど

こ
か
隙
が
あ
る
よ
う
で
柔
和
な
趣
が
あ
る
。「
春
秋
農
村
図
屏
風
」
は
そ
の
柔
和
さ

を
拡
大
し
て
、
批
判
的
に
言
え
ば
弛
緩
し
た
か
た
ち
で
備
え
て
い
る
よ
う
に
み
え

る
。
し
か
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
興
禎
自
身
は
自
覚
し
て
は
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
結

果
的
に
養
信
に
は
な
い
魅
力
を
も
っ
て
い
る
。
本
図
は
粉
本
の
図
様
を
ほ
ぼ
そ
の
ま

ま
利
用
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
図
様
に
整
合
性
を
欠
く
部
分
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
初
め
て
み
た
と
き
に
房
総
の
特
定
の
場
所
を
描
く
実
景
か
と
疑
っ

た
ほ
ど
の
実
感
の
あ
る
、
花
鳥
を
巧
み
に
と
け
こ
ま
せ
た
心
な
ご
む
風
景
と
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
は
養
信
作
品
が
、
そ
の
勉
強
家
ぶ
り
が
に
じ
み
で
た
、
典
拠
探
し
を
誘

う
、
理
知
的
で
そ
れ
だ
け
に
虚
構
性
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
空
間
を
演
出
す
る
の
と
は

異
な
る
。

　

木
挽
町
狩
野
家
は
、
養
信
の
息
子
・
勝し

ょ
う

川せ
ん
い
ん
た
だ
の
ぶ

院
雅
信
（
一
八
二
三
〜
一
九
〇
八
）

の
代
に
明
治
維
新
を
迎
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
雅
信
は
狩
野
芳
崖
、
橋
本
雅
邦
と
い

う
近
代
日
本
画
の
黎
明
期
を
主
導
し
た
画
家
た
ち
を
弟
子
に
持
つ
。
さ
ら
に
雅
邦
の

門
か
ら
横
山
大
観
、
下
村
観
山
と
い
っ
た
現
代
に
ま
で
続
く
日
本
画
の
あ
り
か
た
を

決
定
し
た
重
要
な
画
家
た
ち
が
で
た
こ
と
を
加
え
れ
ば
、
木
挽
町
狩
野
家
が
近
代
日

本
画
の
母
胎
と
し
て
担
っ
た
役
割
の
大
き
さ
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
母

胎
は
、
芳
崖
が
雅
信
と
度
々
衝
突
し
最
終
的
に
破
門
さ
れ
、
雅
邦
も
粉
本
重
視
の
教

育
を
批
判
す
る
と
い
っ
た
具
合
に
反
面
教
師
的
な
側
面
が
強
い
よ
う
に
み
な
さ
れ
が

ち
で
あ
る
〈
注
13
〉。
そ
れ
は
確
か
で
あ
ろ
う
が
、
今
、「
春
秋
農
村
図
屏
風
」
の
よ
う

な
作
品
の
存
在
を
知
れ
ば
、
正
統
的
な
狩
野
派
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
吸
収
し
つ
つ
そ
れ

に
束
縛
さ
れ
な
い
感
性
が
既
に
狩
野
派
内
に
あ
っ
た
こ
と
も
無
視
で
き
な
い
の
で
は

な
い
か
。

　

興
禎
、「
春
秋
農
村
図
屏
風
」
を
買
い
か
ぶ
り
過
ぎ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
本
図
は
、
養
信
を
み
て
い
る
だ
け
で
は
な
分
か
ら
な
い
幕
末
の
狩
野
派
の
底

力
を
示
す
も
の
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
幕
末
か
ら
近
代
に
か
け

て
の
狩
野
派
に
つ
い
て
は
、
幕
末
は
栄
信
、
養
信
父
子
に
代
表
さ
せ
て
、
ま
た
狩
野

派
正
統
か
ら
は
み
出
し
た
作
風
を
示
す
興
味
深
い
画
家
た
ち
と
し
て
狩
野
一
信
や
河

鍋
暁
斎
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
語
ら
れ
て
き
た
感
が
あ
る
。
し
か
し
、
養

信
が
い
て
、
そ
の
傍
ら
に
弟
と
し
て
興
禎
の
よ
う
な
画
家
が
い
た
、
そ
れ
ら
が
と
も

に
存
在
し
得
た
こ
と
も
ま
た
、
狩
野
派
の
近
代
へ
の
可
能
性
を
考
え
る
上
で
み
す
ご

す
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
の
よ
う
に
思
う
。

　
　〈

注
１
〉 嘉
永
三
〜
四
年
（
一
八
五
〇
〜
五
一
）
編
纂
、
四
十
八
巻
五
十
三
冊
。
興
禎
自
筆
の

原
本
が
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
通
常
利
用
さ
れ
る

の
は
太
田
謹
補
訂
、
弘
文
館
初
版
（
明
治
三
十
七
年
）
な
ど
の
刊
本
。『
古
画
備
考
』

の
研
究
と
し
て
、
下
記
が
あ
る
。
玉
蟲
敏
子
「『
古
画
備
考
』
の
原
本
と
刊
本
を
め
ぐ

る
諸
問
題
」『﹇
平
成
九
―
十
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（A） 

（2）
研
究
成
果

報
告
書
﹈
日
本
に
お
け
る
美
術
史
学
の
成
立
と
展
開
』
研
究
代
表
者　

米
倉
迪
夫　

二
〇
〇
一
年
、『﹇
平
成
十
五
―
平
成
十
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（B）
研

究
成
果
報
告
書
﹈
江
戸
時
代
に
お
け
る
〈
書
画
情
報
〉
の
総
合
的
研
究
―『
古
画
備
考
』

を
中
心
に
―
』
研
究
代
表
者　

玉
蟲
敏
子　

二
〇
〇
六
年
。

〈
注
２
〉 恵
光
院
白
「
朝
岡
興
禎
小
伝
（『
古
画
備
考
』
編
纂
者
、
一
八
〇
〇
〜
一
八
五
六
）」

『
ア
ー
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
』
十
二　

ア
ー
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
研
究
会
、
二
〇
〇
五
年
。
な
お
、『
古
画
備
考
』
刊
本
の
口
絵
で
知
ら
れ
る
「
梅

月
図
」
は
、
同
論
に
よ
れ
ば
中
国
画
の
模
写
で
あ
る
。
ま
た
、
兄
・
養
信
に
関
わ
る

次
の
研
究
も
興
禎
の
活
動
を
伝
え
る
。
池
田
宏
「
狩
野
晴
川
院
「
公
用
日
記
」
に
み

る
諸
相
」『
東
京
国
立
博
物
館
紀
要
』
二
十
八　

一
九
九
三
年
。

〈
注
３
〉 作
品
の
所
在
を
、
水
田
美
術
館
・
吉
田
恵
理
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、



63

日本研究センター紀要　第１号

「
岩
鷹
図
」
の
調
査
、
挿
図
掲
載
を
お
許
し
く
だ
さ
っ
た
ご
所
蔵
者
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。

〈
注
４
〉 松
原
茂
「
奥
絵
師
狩
野
晴
川
院
「
公
用
日
記
」
に
見
る
そ
の
活
動
」『
東
京
国
立
博
物

館
紀
要
』
十
七　

一
九
八
二
年
。

〈
注
５
〉 松
原
茂
「
狩
野
晴
川
院
の
業
績
」『（
展
覧
会
図
録
）
狩
野
晴
川
院
養
信
の
全
貌
』
板

橋
区
立
美
術
館　

一
九
九
五
年
。

〈
注
６
〉 松
尾
四
郎
「
古
画
備
考
」『
國
華
』
五
十
八　

一
八
九
四
年
。
ほ
ぼ
同
文
が
刊
本
『
古

画
備
考
』〈
注
１
〉
に
片
野
青
邨
の
筆
名
で
解
題
と
し
て
収
録
さ
れ
る
。
本
稿
の
引
用

は
『
國
華
』
に
よ
る
。

〈
注
７
〉 「
春
秋
農
村
図
屏
風
」
と
い
う
名
称
は
本
稿
冒
頭
で
述
べ
た
展
覧
会
に
あ
た
っ
て
仮
に

名
付
け
た
も
の
。
展
覧
会
の
図
録
は
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
が
、
展
示
時
に
作
品
解
説

と
し
て
、
元
の
所
蔵
者
は
大
き
な
商
家
（
本
図
は
東
金
市
在
住
の
個
人
寄
贈
に
よ
り

市
の
所
蔵
と
な
っ
た
）
で
、
取
引
先
の
商
人
を
介
し
て
興
禎
が
家
庭
教
師
を
し
て
い

た
大
名
家
よ
り
購
入
し
、
代
々
「
平
洲
の
屏
風
」
と
し
て
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
が

紹
介
さ
れ
た
。
な
お
、〈
注
１
〉
玉
蟲
論
文
「『
古
画
備
考
』
の
原
本
と
刊
本
を
め
ぐ

る
諸
問
題
」〈
注
１
〉
が
本
図
の
存
在
を
記
す
。
ま
た
、
本
図
の
挿
図
掲
載
に
あ
た
っ

て
は
、
東
金
市
教
育
委
員
会
、
水
田
美
術
館
・
吉
田
恵
理
氏
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。

記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

〈
注
８
〉 四
季
耕
作
図
に
つ
い
て
は
主
に
次
を
参
照
し
た
。
冷
泉
為
人
、
河
野
通
明
、
岩
﨑
竹

彦
『
瑞
穂
の
国
・
日
本　

四
季
耕
作
図
の
世
界
』　

淡
交
社　

一
九
九
六
年
。

〈
注
９
〉 こ
の
名
称
で
『（
展
覧
会
図
録
）
知
ら
れ
ざ
る
御
用
絵
師
の
世
界
展
』
図
19
（
解
説
・

五
十
嵐
公
一　

朝
日
新
聞
社　

一
九
九
八
年
）
に
、『（
展
覧
会
図
録
）
門
跡
尼
寺
の

名
寶
』（
霞
会
館
資
料
第
十
六
輯　

一
九
九
二
年
）
八
六
〜
八
七
頁
に
「
春
秋
小
屏
風
」

と
し
て
に
掲
載
さ
れ
る
。

〈
注
10
〉 松
原
茂
氏
（『（
展
覧
会
図
録
）
室
町
時
代
の
屏
風
絵
』
図
14
解
説　

東
京
国
立
博
物

館　

一
九
八
九
年
）
を
は
じ
め
諸
先
学
が
、
制
作
時
期
の
異
な
る
本
来
別
の
作
品
を

組
み
合
わ
せ
て
一
双
と
し
て
い
る
と
す
る
。

〈
注
11
〉 〈
注
５
〉『（
展
覧
会
図
録
）
狩
野
晴
川
院
養
信
の
全
貌
』
図
12
。
榊
原
悟
「
狩
野
晴
川

院
筆
『
四
季
耕
作
図
屏
風
』
に
つ
い
て
―
御
用
絵
師
の
仕
事
―
」『
野
村
美
術
館
研
究

紀
要
』
六　

一
九
九
七
年
。

〈
注
12
〉 〈
注
11
〉
榊
原
悟
氏
論
考
。
松
木
寛
「
ア
ト
リ
エ
は
千
代
田
城　

狩
野
養
信
氏
の
多
忙

な
る
奥
絵
師
人
生
」『
芸
術
新
潮
』
46 

（11）　

一
九
九
五
年
。 

〈
注
13
〉 橋
本
雅
邦
「
木
挽
町
画
所
」『
國
華
』
四　

一
八
八
九
年
。

﹇
付
記
﹈
本
稿
脱
稿
後
、
板
橋
区
立
美
術
館
・
安
村
敏
信
氏
と
本
図
を
調
査
す
る
機
会
が
あ
り
、

安
村
氏
よ
り
、
本
図
の
内
容
を
農
村
を
主
と
し
つ
つ
右
隻
に
漁
、
左
隻
に
樵
を
加
え

た
も
の
と
み
る
べ
き
こ
と
を
は
じ
め
多
く
の
貴
重
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

（
か
ど
わ
き　

む
つ
み
・
本
学
国
際
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー
研
究
員
）


